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一　般　演　題

1．PET装置ADVANCEの性能評価
　一三次元収集の基礎的検討

杉本　勝也　　楊　　景涛

山本和高林信成

脇　　厚生

米倉　義晴

定藤　規弘

石井　　靖

（福井医大・放）

　（同・放医薬）

（同・高エネ医学研究セ）

　GE社製ADVANCE全身用PET装置における三次
元収集（3D）の基本的性能を二次元収集（2D）と比較

検討した．

　3Dは軸方向視野両端10スライスまでは断面内分

解能および感度が線形に低下し，散乱フラクション

は平均35．9％で，2Dの3．8倍に増加した．スライス

感度は2Dの平均6．5倍，容積感度は4．6倍と向上し，

Noise．Equivalent　Count　Rateは0．8μCi／ml以下の濃度

において著明に向上した．

　臨床では脳賦活試験での有用性が高い．今後，定

量性の限界を検討し，全身検索にも応用していく必

要がある．

2．Triple　Energy　Window法による散乱補正の2核

　種同時収集への応用：核種の組み合わせと誤差

　について

　　中嶋　憲一　　利波　紀久　　久田　欣一

　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大・核）

　　松平　正道　　山田　正人

　　　　　　　　　　　（同・放部アイソトープ）

　Triple　energy　window（TEW）法は簡便であり，単光

子核種において実際的な散乱補正法の一つである．

そこで，99mTc，2°IT1，1231の点線源とシリンジについ

て，単独でエネルギースペクトルを求め，次いで2核

種同時収集を仮定して合成したエネルギースペクト

ルを再度TEW法で分離し，その精度を検討した．真

の値に対する2核種分離後の精度を検討すると，

99，・Tcと2°iTlではよく分離し，2°1T1とL231では10％程

度の誤差であった．1231とWmTcでは非対称ウィンド

ウを用いることで改善が得られたが，安定した結果

を得るためにはさらに検討が必要と考えられた．

3．Cardio　90（心臓用コリメータ）の使用経験

遠山　淳子　　小田　京太　　祖父江亮嗣

高瀬　　薫　　中山　　淳　　佐々木　繁

伴野　辰雄　　大場　　覚（名古屋市大・放）

　シーメンス旭メディテック社製3検出器型SPECT

装置のCardio　go（心臓用コリメータ）を通常のHRコ

リメータと比較した．

　Cardio　90による収集ではHR　360°収集の180°再構

成に比しL2～13倍，1検出器によるHRl80°収集に

比しL8倍，　HR　360°収集に比し0．8～0．9倍のシステ

ム感度であった．1cm欠損はCardio　90による収集

で比較的良好に検出され，全収集時間を3／4に短縮し

た場合でも欠損の検出に差はなかった．2cm，3cm

の欠損はいずれも良好に描画されたが，HR360°収集

が比較的正確に欠損の形，大きさを表していた．

Cardio・90では前壁中隔や心基部でカウント低下を認

めた．これは他の180°収集でも同様であった．心サ

ルコイドーシスや心筋症等，前壁中隔に病変を疑う

症例では過大評価に注意を要する．

4．負荷時脳血流定量化のためのPatlak　plot法にお

　　ける2回投与法の検討

辻　　志郎　　絹谷　啓子　　隅屋　　寿

利波　紀久　　　　　　　　　（金沢大・核）

久田　欣一　　　　　　　　（北陸中央病院）

　1日法による安静時および負荷時のPatlak　plo1を用

いた脳血流定量法の検討として，安静時2回投与法に

よる脳血流（CBF）および脳血液量指標（BVI）の再現

性と，diamox負荷前後のそれらの変化を検討した．

CBFの算出はCBF＝2．60＊BPI＋19．77を用いた，　BVI

はVnにROI　sizeの補正を施して算出した．安静時の

再現性について1回目を100とすると，CBFは102
±4．3，BVIは97±15．7であった（n．s．）．　Diamox負荷

では，CBFは112．2±7．3，　BVIは139±28．8と増加し
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た（p〈0．0001）．数え落としの補正後では，安静時

CBFは約3％，　BVIは約7％過小評価された．　Diamox

負荷時でもCBFは約3％，　BVIは約5％過小評価さ

れた．本法は再現性良好で，負荷検査に有用と考え

られた．

5．1251－lomazeni］のラット脳内分布と結合阻害試験

松村

中川

外山

要
毅
宏

　i2～1－iomazenilをラットに静注後，

60，120分にて脳を摘出し，各部位の集積率（°／。　dose／

g）を求めた．各部位にて平均集積率は10分でピーク

となった後減少し，120分にて大脳皮質（0．53）に高集

積，小脳（0．30）に中等度集積，線条体（0．09），橋

（O．07）の集積は低値を示し，ヒトでの脳内分布と同様

の傾向であった．12sl－iomazenilとflumazenil（lmg／kg）

の同時投与にて，大脳皮質の集積は22％に低下し，

本剤の特異的結合は総結合の78％と高値であった．

一方，線条体，橋においても86°／。の結合阻害が見ら

れた．1231－iomazenil　SPECTにより平衡法を用いて受

容体の定量を行うには投与方法，非特異的結合部位

等について検討する必要がある．

中島　弘道　　竹田　　寛

　　　　　　　（三重大・放）

竹内　　昭　　古賀　佑彦

　　　　　（藤田保衛大・放）

　　　　　　5，　10，　20，　30，

6．部分てんかん患者における1231・lomazeni1の有用

　性について

市川　聡裕　　隅屋

絹谷　啓子　　利波

中村　充彦

　　　　寿　　　辻　　　志郎

　　　紀久　　久田　欣一

　　　　　　　（金沢大・核）

地引　逸亀　　　（同・精神）

　部分てんかん患者におけるイオマゼニールとHM－

PAOとの比較，脳波焦点との部位の一致を比較検討

した．ベンゾジアゼピン系薬物を服用していない部

分てんかん患者17例を対象とした．焦点部位は脳波

所見により決定した．HM－PAOでは17例中10例（低

集積7例）に局所異常を認めた．またイオマゼニール

では後期像で12例（低集積9例）に局所異常を認め

た．脳波焦点とはイオマゼニールでは低集積を示し

た9例中7例（77．8％），HM－PAOでは7例中5例

（7L4％）で一致した．イオマゼニールはてんかん焦点

部位の決定にHM－PAOと同等かそれ以上の有用性を

持つと考えられた．

7．脳梗塞亜急性期の99mTc・ECDとWm’rc・HM－PAO

　の比較検討　　Super　Dynamic　SPECTとStatic

　SPECTによる病態評価一

外山　　宏

古賀　佑彦

前田　寿登

片田　和廣

代
基
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竹下　　元　　柴田　香織

　　　（藤田保衛大・医・放）

江尻　和隆　　仙田　宏平

竹内　　昭

　　　　（同・衛生・診療放）

　　　　　　　　（同・神内）

横山喜美江　　　（同・放部）

　脳梗塞亜急性期に，99’uTc－ECDと99mTc－HM－PAOの

静注後早期ダイナミックSPECT（Dy）とスタティック

SPECT（St）を行い，その所見との違いと，脳内およ

び体内動態と病態との関連について比較検討した．

対象は，亜急性期脳梗塞3人である．亜急性期早期の

1人はECD，　HM－PAoともにDyで高血流，　stで高

集積となった．亜急性期後期の2人は，DyでECD，

HM－PAOは低～等血流であったが，　Stでは，　ECDで

低集積，HM－PAOで高集積となり，乖離した．　HM－

PAOは水溶性物質の蓄積，　ECDは酵素活性の低下に

よる保持能の低下が主な乖離の原因と考えられた．

8．脳腫瘍への”mTc－HM－PAO集積について

大口学西川高広東光太郎
玉村　裕保　　谷口　　充　　興村　哲郎

山本　　達　　　　　　　　（金沢医大・放）

　脳腫瘍患者15人（治療前6人，治療後再発9人）に

対し，計32回の99mTc－HM－PAO　SPECTを施行した．

このうち18例では腫瘍およびその周囲が低集積を示

したが，14例では集積増加を示した．この14例を

MRIと比較したところ，13例でGdで高信号域を示

す領域に一致した．また3例ではT1強調像で腫瘍周

囲の低信号域に一致した．以上より，WtuTc－・HM－PAO

は腫瘍のみではなく腫瘍周囲にも集積することが示

唆された．腫瘍周囲への集積は，ほぼ同時期に施行

され2°ITLSPECTの集積とは異なっており，今後さら

に比較検討を要すると思われた．
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